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本論文は以下に示す 6 章によって構成されている。第 1 章では，本研究の目的対象とする部材および本研究に関
連する既往の研究に言及しているO











荷時に鉄筋径が収縮する鉄筋コンクリート部材の両引試験を行い両試験における付着応力度 (τ) とすべり (S)
関係の差を調べて，その τ ，...." s 関係を用いて緊張鉄筋のひずみ分布，鉄筋端部のめり込み量，ならびに実際の設計に
おいて必要な異形鉄筋の定着長さを算出している。
















(2) 緊張応力の解放によって材端で緊張材径が膨張する定着長試験の付着応力度 τ とすべり S関係は，載荷時鉄筋径
が収縮する鉄筋コンクリート両引試験の付着応力度 τ とすべり S 関係とは異なることが考えられるが，これまで実
験データが殆どなく明らかで、なかったので，定着長試験と両引試験を行い，両試験の τ--s 関係がほぼ同じである
ことを明らかにした。
(3) 高強度鉄筋を緊張材として用いた場合の緊張鉄筋の定着長さに対して，コンクリート部材の断面寸法，コンクリー
ト強度，鉄筋径，鉄筋の表面形状，鉄筋の引張応力などの要因を考慮できる適用範囲の広い，また実用的に充分な
精度をもっ算定式を提案した。
以上のように，本論文は高強度鉄筋の有効利用と建築物の広い空間を構成できるプレストレストプレキャスト床板
の設計構法の発展に寄与するところが大きい。ょっで本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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